学院史情報 by unknown
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⑴桃山学院関係□新資料の受入　
二〇一五年に受け入れた資料については一四四ページ以
降に目録を掲載しているが、ここではそのなかから特筆すべき資料を紹介する。①牛島家関係　
学院史料室員であり、九州教区元司祭・牛島惣太郎の曾
孫である牛島総子さんより、聖書を中心とした図書十二点を寄贈していただいた。紀要第二十九号で紹介 「牛島家関係資料」と同じく、本の中のサイン等から、牛島信義氏の蔵書と思われる。
②松原栄氏各国語聖書　
一昨年に引き続き、桃山学院高校・大学の元チャプレン・
松原栄氏より、所蔵資料を寄贈していただいた。松原氏が長年かけ、訪問した諸外国で収集した聖書である。現時点で何語か調査し切れていないものがある め、 今回は英語・ヨーロッパ語十二言語とヘブライ語 もの計二十五点を掲載している。　③大阪聖アンデレ教会移管資料（久保登知雄日記他）　
大阪聖アンデレ教会より、十八点の資料を受け入れた。
内容は、新約聖書、詩集、そして日記である。このうちタイトルにも記されている久保登知雄日記について、少し紹介しておく。受け入 た資料十八点のうち、十点が久保登知雄日記である 久保登知雄は桃山中学校の卒業生 十四期） で、 後に聖公会の牧師となった人物である。 一九二七 （昭和二）年から一九六七（昭和四十二）まで、大阪聖アンデレ教会の牧師を務めた。その間、桃山学院のチャプレン、英語科講師、 学院の理事として本学の教育にも従事された。今回受け入れた日記は一九二三（昭和八）年から一九四二
学
 院
 史
 情
 報（二〇一五年一月～十二月）
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（昭和十七）年の十年間に久保登知雄が記したものである。現時点ではまだ詳細には解読できていないが、礼拝など教会の出来事が主に記されているようである。④岡墻家資料　
大阪聖三一教会の信徒である
岡おかがき
墻
敬子さんから、キリス
ト教関係を中心とする十四 の資料を寄贈していただいた。その十四点のうち、次の二点は聖公会関係資料であるため紹介しておく。一つは「岡墻家アルバム」 、もう一つは「 （元）大連聖公会関係信徒名簿
　
一九七九年（昭和
五十四年版） 」である。こ 二点 、 敬子さんの祖父であり、聖公会の牧師を務めた 秀藏に関するものである。岡墻秀藏は一八八三（明治十六）年に鳥取県で生まれ、六歳で洗礼を受けている。一九〇五（明治三十八）年九月に聖教社神学院に入学し、卒業後、信州などで伝道活動を行った。その後、活動の場所を朝鮮半島、満州に移し、後に大連聖公会の設立に携わった。一九二〇（大正九）年五月に執事、一九二二（大正十一）年五月には長老按手 受けている。一九二四（大正十三）年九月十 日、満鉄病院
にて永眠となった。⑤岸和田復活教会 『日本聖公会信徒教籍』 （複写製本） 三冊分　
西口忠（特別研究員）が調査のため岸和田復活教会を訪
問し、それが切っ掛けとなり、表題の資料を受け入れることになった。岸和田復活教会の教籍簿の原本は綴じられ、簿冊 してまとめられている。教籍簿には、一つひとつに整理番号が付けられており、 一冊目 簿冊（最も古いもの）には一番～一九八番の教籍簿が綴じられている。二冊目一九九番～三九六番、 三冊目は三九七番～五九二番である。これらの原本の簿冊は長年の使用により、それぞれ多少の違いはあれ、傷みが激しくなっている。そこで、本史料室が原本を預かり 一点一点複写 、原本と同じ整理 号のまとまりとして製本することに た。それが表題の資料というこ になる。　
整理番号一番の教籍簿は一八九五（明治二十八）年に信
徒按手を受けた方のもので る。司式者にはジョン・マキム、 推薦者にはアイザック・ドーマンの名が見られる。ざっと見ただけでも数名の本学関係者（桃山中学校教員）の名
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前が散見されるため、 早々に調査を進めたいと思っている。⑥地図 「明治二十六年改正大阪市明細全図」 （七〇×五〇㎝）　
楽人館（古書店）にて購入。価格は二五、 〇〇〇円。
一八九三（明治二十六）年の大阪市全域の地図である。一八九一（明治二十四）年には、本学中高 前身 あたる高等英学校が東成郡天王寺村中山（通称桃山）に新校舎を建て移転しているが、 残念ながら地図には記されていない。とは言え、高等英学校の所在地のほか、三一小学校・三一神学校の開校地である川口居留 、そして高等英学校の仮校舎のあった西区江戸堀の様子を伺うこと できる貴重な資料である。今後の展示や講演等に活用していきたい。
　
⑦絵葉書「
C
.M
.S M
issionary in a Japanese T
ow
n. 」
　
外国製の絵葉書。ヤフーオークションにて購入。価格は
三、 〇〇〇円。下が絵葉書に使われている写真。外国人の宣教師らしき人物を大勢の日本人が取り囲み、宣教師から何かを貰おうと手を伸ばしている。文字情報としては、左上の記されている英文だけである。未使用のものであり、
宛名面には何も記されていない。現在のところ、宣教師らしき人物が誰なのか、そし 、いつ、どこで撮影されたものなのかは不明である。⑧日本聖公会大阪教区事務所資料　
二〇一五年七月七日、日本聖公会大阪教区事務所（大阪
市阿倍野区松崎町二
-
一
-
八）より、ダンボール箱三十二
箱分の資料を受け入れた。十一月三〇日には大阪教区歴史編集委員会と本史料室のメンバーで資料の選別と分類を行った。今後、大阪教区歴史編集委員会を中心に、整理と目録作成の作業を行う予定である。
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⑨寺木伸明氏寄贈資料　
寺木伸明氏（現桃山学院大学名誉教授）より、二〇一五
年三月十七日と九月十六日の二回に分けて資料を寄贈いただいた。合計で段ボール箱九箱分。資料の内容は評議会、教授会、各委員会の学内業務資料になる。資料はそれぞれ丁寧にファイリングされている。
※
 ⑧と⑨の資料については整理中であり、本誌の目録には収載されていない。目録については、次号にて改めて掲載する予定である。
⑵日本聖公会関係学校□立教学院①『立教』 （立教学院広報誌）・大江満「立教最初のクリスチャン―和田秀豊―」 （二三二
号、二〇一五年三月）
・鈴木勇一郎「タッカーホールと新制大学」 （二三三号、
二〇一五年六月）
・宮本正明「戦前期における 大学の朝鮮人留 生」
（二三四号、二〇一五年九月）②『立教学院史研究』十二号
　
二〇一五年二月二十日発行
　［主な内容］　〈論文〉・宮本正明「日本敗戦直後における朝鮮奨学会の改編と活
動―一九四五～五〇年の時期を中心に」
　〈研究ノート〉・田中智子「立教中学校学校市制に関する一考察（二） 」　〈インタビュー〉・聞き手
　
鈴木勇一郎・山中一弘「塚田理氏に聞く」
③
 立教学院一五〇年史資料集『
T
H
E
 SP
IR
IT
 O
F
 T
H
E
 
M
ISSIO
N
S　
立教関係記事集成〈抄訳付〉別巻
　
F
O
R
T
H
』 
（立教学院史資料センター編）　別巻と表記されているが、 実質第六巻目となる。 『フォー
ス』 （
F
O
R
T
H
）は、 『スピリット
　
オブ
　
ミッションズ』
（
T
H
E
 SP
IR
IT
S O
F
 T
H
E
 M
ISSIO
N
S ）の後継誌。 『フォー
ス』の発行期間は一九四〇年から一九五九年である。別巻
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では、その全期間が対象とされている。第五巻まではＡ５判であったが、別巻はＡ４判 なっ⑶日本聖公会大阪教区歴史編集委員会開催日
　
六月八日、七月十三日、九月三日、十一月三十日
委員会
　［委員長］
 竹林徑一
 （大阪聖ヨハネ教会）
　　　　
 ［委員］伊藤範子（聖ルカ教会） ・高木弘子（大阪聖ヨハネ教会） ・富川真理（大阪聖ヨハネ教会） ・真鍋倫子（大阪城南キリスト教会）
 ・奈良慶治良
（堺聖テモテ教会） ・山本眞 芦屋聖マルコ教会）
　　　　
［協力委員］
 西口忠 （桃山学院史料室・特別研究員）
内
　
容
　
東光学園関係資料、柳原吉兵衛宛書簡の整理、大阪教区
事務所資料の整理。臨時作業　
臨時作業も適時行われている。 主な参加者は伊藤範子 （聖
ルカ教会） ・高木弘子（聖ヨハネ教会） ・富川真理（聖ヨハネ教会）の三名である。現在の作業は、柳原吉兵衛宛書簡
の整理・目録作成が中心である。臨時作業日
　
 六月二十九日、八月六日、十一月十七日、
　　　　　　
十二月二十日
⑷日本聖公会文書保管委員会□西日本地区日本聖公 資料保管に関する協議会日
　
時
　
二〇一五年十一月六日（金）
場
　
所
　
聖バルナバ病院
出席者
　
 管区文書保管委員会・東京教区・立教学院 （大江満・卓志雄司・諌山禎一郎・前田良彦） 、沖縄教区（新崎和歌子） 、名古屋柳城短期大学（尾上明子・浅井錠志） 、聖バルナバ病院（小澤淑郎、吉岡矜持、豊川雅章） 、神戸国際大学（藤倉哲哉） 、桃山学院（岩男久仁子、橋爪麻衣、玉置栄二、西口忠） 、プール学院（安道節子、松岡興二）
内
　
容
　
例年通り、各教区・学校等の諸機関より歴史資料の紹介
や日頃の取り組みについての報告があった。ここでは、そ
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れらの報告のうち、東京教区の前田良彦司祭の報告を少し紹介しておく。前田司祭からは、教役者名簿の作成とその作業の進捗状況についての報告が行われた。参加した各教区および諸機関には、作成途中のデータが配布され、作成への協力が求められた。　
本史料室からは四名が参加し、受入資料の紹介等を行っ
た。次年度は、東西地区合同 協議会として の牛込聖公会聖バルナバ教会ホールにて、二〇一六年十月二十七日（木） ・二十八日（金）の二日間の日程で開催される予定である。⑸その他□開校記念礼拝日
　
時
　
二〇一五年五月一日（金）
場
　
所
　
日本聖公会川口基督教会
対
　
象
　
桃山学院中学校一 生
　
担
　
当
　
玉置栄二（学院史料室）
内
　
容
　
本学の最初の学校である三一小学校は一八八四（明治
十七）年九月三日に開業式が行われ、翌四日から授業が開始された。そのため、中学校一年生を対象とするこの礼拝は「学院創立記念礼拝」として、昨 までは九月の初めに執り行われてき しかし、八回目となる今年 、開催日が五月に変更になった。名称も「開校記念礼拝」と改められた。中学校高等学校の開校記念日が四月十五日であるため、そのように改められたと思われる。本史料室からは玉置が参加し、桃山 院と川口居留地について二十分ほどの説明を行った。□資料提供①地図、絵葉書、オルガンなど複数。　
和泉市いずみの国歴史館で開催された平成二十七年度春
季特別展「和泉中央と桃山学院大学 二〇年
　
一九九五―
二〇一五」の展示のため、柳原吉兵衛関係資料を中心に、地図、 絵葉書などを和泉市いずみの国歴史館に貸し出した。また館内で行うミュージアム・コンサート用にオルガンの貸し出しも行った。
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②信太山の地図、絵葉書　
和泉市の歴史第四巻地域叙述編〈信太〉の刊行を記念し、
和泉市いずみの国歴史館で、企画展「信太山地域の歴史と生活
-
丘陵に刻まれた歴史
- 」 が開催され、 資料を提供した。
た。 会期は二〇一五年五月三十日～二〇一五年七月二十日。③別空襲被害地図、日の丸寄せ書き他　
和泉市いずみの国歴史館平成二十七年度夏季特別展、戦
後七〇年記念「戦争と和泉」が開催され、右記の資料を提供した。会期は二〇一五年八月一日～二〇一五年九月二十七日。
 
④竹鶴政孝関係資料　
二〇一五年四月二十九日、昭和町キャンパスの桃山学院
カンタベリー記念館（桃山学院同窓会館）で、 「どっぷり、昭和町。 」
（※）
の企画の一環として「マッサンと桃山学院」
と題する講演とトークイベントが開催された。そしてこのイベントに併せて、 「 とリタ展」と題する展示も行われた。 「竹鶴政孝と タ展」用の資料として、学院史
料室の展示で使用したパネルを提供した。学院史料室の西口忠（特別研究員）が基調講演を行い、ま トークイベントにも参加した。
※
 「どっぷり、昭和町。 」とは、大阪市阿倍野区昭和町（桃山学院中高所在地） 界隈の地域イベント。毎年四月二十九日 （昭和の日）に開催され、 「昭和を再現！体験！再発見！」をコンセプトに、町のあちらこちらで様々な企画が実施される。
⑤竹鶴政孝関係資料　
温井前中高校長の依頼により、竹鶴政孝の孫である竹鶴
孝太郎氏（父・竹鶴威氏は二〇一四年十二月十七日逝去に 「竹鶴政孝とリタ」 展のチラシ等、 数点の資料を送付した。⑥
 濃尾地震の写真、北丹後地震に関する絵葉書、記事（基督教週報）
　
大阪市消防局より、地震災害に関する資料の提供依頼が
あった。大阪市立阿倍野区防災センターでの 示に使用するのが目的である。九月二十九日と十月五日の二度、大阪市消防局より二名が来室（昭和町）された。濃尾地震時
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写真（川口居留地三番
　
Ｃ・Ｆ・ワレン師宅内部
　
整理番
号
00514 ） 、北丹後地震に関する絵葉書と『基督教週報』の
記事を提供した。□フェイスブックを開設　
二〇一五年十月、 桃山学院史料室の名前で、 フェイスブッ
クをオープンした。インターネットを使って活動を積極的に周知するといいのではないかというアドバイスをいただいたことがきっかけである 自分たちの仕事 周囲に理解してもらえないと嘆くよりも、自分たちから情報を発信したほうが良いという結論に至った。団体名でフェイスブックを運営する難しさはあるが、実験的に週一回のペースで更新している。　
情報公開先はオープンで設定しているが、研究会等でア
ピールしたこともあり、現在の ころ、全国大学史資料協議会の会員を中心に、アカウントを持つかたが く覗いてくださっている。アーカイブズ系の行事への参加を報告した記事などが人気だ 最近は「いいね！」してくれ かたの友だちが、ページを覗いてくださっており、ＳＮＳの強
みを感じている。　
調査研究員の手が回っていないことや、いつも良い写真
を手に入れられないこともあるが、桃山学院について、桃山学院史料室の普段の仕事について等 幅広く情報を提供していきたいと考えている。
